
令和７年（2025年）　２月22日発行 第 13 3  号人　　と　　人

　昨年はコロナ禍を経て５年ぶりに学生の受入・派遣が再開されました。ホストファミリーも派遣生
も応募者が多数で、多くの市民の皆さんがこの姉妹都市交流に興味を持ってくださり、うれしいことで
した。東村山の学生もインディペンデンス市の学生も、異国で家族の一員となって過ごす生活を楽しんだ
ようです。ホストファミリーとなってイ市の学生を受け入れ、２週間を共に過ごしてみませんか？また、
派遣生としてイ市で異文化体験をしてみませんか？　　　（問い合わせは市民相談・交流課）

さあ、次はあなたの番です！
期間：８月３日（日）～ 18日（月）
　�インディペンデンス市にホーム
　ステイし、家族の一員となって
　生活する貴重な機会です
応募要件（すべて満たす方）
①�市内在住・在学・在勤および友好協会会員の同居家族の方
②�団員（10名）：中学３年生～ 23歳（申し込み時）
　�引率者（1名）：25歳～65歳で英語に通じ、心身ともに健康な方
③��研修等派遣事業の全活動への参加及び帰国後の活動に参加
できる方

選考日・場所（書類審査と面接）
　団　員：３月22日（土）14：00��市民センター
　引率者：３月８日（土）19：00　市民センター
＊�引率者は３月３日（月）、団員は３月10日（月）までに郵送又は
直接市民相談・交流課へ
＊�渡航費用（約33万円）のうち、団員については２万円を協会
が補助、引率者は全額補助
事前説明会（市民センター）
　２月28日（金）19：30
　３月１日（土）19：30

期間：６月６日（金）～ 20日（金）
インディペンデンス市の訪問団
〔学生10人・引率者１人〕が
市内の家庭に滞在し、日本の文化
体験や市民との交流を行います。
訪問団員１人／１家庭で市内の
ご家庭にホームステイします。
帰国後もずっと交流が続いている
家族がたくさんあります。
応募要件（すべて満たす方）
①市内在住で、期間中訪問団員に一部屋提供できる
②歓迎行事などに家族のどなたかが参加できる
③基本的に集合場所への送迎ができる
＊２月28日（金）までに市HPの
　申込フォームで申し込み
事前説明会
２月22日（土）19：00
市民センター２F

前期講座期間
2025年４月９日（水）～９月17日（水）
毎週水曜日、１コマ55分で計20回
（注：お子さん同伴の受講はできません）

申し込み方法
　往復はがきで、必要事項①住所 ②氏名 ③連絡先電話番号
　④一般又は学生を明記して東村山市〔市民相談・交流課〕へ
申し込み期間　３月１日（土）～３月10日（月）
募集クラス　各２クラス、１クラス定員24名
　初級　○午後５：30 ～　�○午後７：30 ～
　中級　○午後６：30 ～　�○午後８：30 ～
受講料　６カ月　14,000円
年会費　一般　2,000円、学生　1,000円
テキスト代　実費

英会話講座受講者

ゴードン先生 キャメロン先生 トーマス先生

R6年度派遣生　解団式

ネイティブの講師
訃
　
報

当
協
会
顧
問
で
賛
助
会
員
の

前
市
長
・
細
渕
一
男
氏
（
享
年

89
歳
）
が
去
る
11
月
15
日
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

ご
貢
献
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

Higashimurayama City International Friendship Association

東村山市国際友好協会　第133号

会員募集中 !! 東村山市国際友好協会は両市の交流を進めるボランティア団体です。 
年会費　一般会員 2,000 円、学生会員 1,000 円、賛助会員一口 10,000 円から

問合せ先　市役所内　市民相談・交流課　042-393-5111



左から会長、交流委員長、元会長

来賓の方々 令和6年度　第36回派遣学生によるパフォーマンス

令和７年（2025年）　２月22日発行 第 13 3  号人　　と　　人

♢
昨
年
８
月
イ
市
を
訪
問
し
た

第
36
回
派
遣
団
は
11
月
21
日
㈭

に
解
団
式
を
行
い
、
渡
部
市
長

へ
報
告
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

♢
令
和
7
年
度
総
会
を
５
月
17

日
㈯
午
後
２
時
か
ら
市
民
セ
ン

タ
ー
２
Ｆ
に
て
開
催
の
予
定
で

す
。
な
お
、
終
了
後
懇
親
会
を

行
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

編
集
後
記

12
月
14
日
（
土
）、
サ
ン
パ
ル
ネ

の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て
コ

ロ
ナ
禍
後
２
回
目
と
な
る
、
当
協
会

主
催
「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー

は
遠
藤
交
流
委
員
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
最
初
に
伊
藤
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
は
47
周
年
に
あ
た

り
、
創
立
当
初
か
ら
協
会
を
支
え
ら

れ
て
き
た
諸
先
輩
方
が
紹
介
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。

次
い
で
渡
部
市
長
の
ご
挨
拶
、
各

議
員
の
方
々
の
紹
介
の
後
、
大
野
前

会
長
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
会
食
が

ス
タ
ー
ト
。
当
日
は
80
名
以
上
の
会

員
が
参
加
し
、
会
場
中
央
に
並
ん
だ

料
理
や
飲
み
物
を
囲
み
、
久
し
ぶ
り

の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
和
や

か
に
歓
談
し
な
が
ら
、
立
食
形
式
の

食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

食
事
が
一
段
落
し
た
頃
、
菅
谷
俊

平
カ
ル
テ
ッ
ト
に
よ
る
軽
快
な
リ
ズ

ム
の
演
奏
が
３
曲
続
い
た
後
に
、
美

し
い
歌
声
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
が

会
場
を
包
み
込
み
ま
し
た
。
会
場
で

は
手
拍
子
に
合
わ
せ
て
ス
ウ
ィ
ン
グ

す
る
人
、
社
交
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る

人
々
、
手
を
取
り
合
っ
て
ダ
ン
ス
を

楽
し
む
姿
な
ど
が
見
ら
れ
、
笑
顔
が

溢
れ
る
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
36
回
派
遣
学
生
た
ち

が
自
己
紹
介
を
行
い
、
二
人
一
組
で

披
露
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
大
変

な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
最
後
に
藤

原
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
が
あ

り
、
楽
し
く
心
温
ま
る
交
流
会
は
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
に
あ
た

り
、
会
場
設
営
や
準
備
、
片
付
け
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

多
言
語
ス
ピ
ー
チ
大
会

12
月
22
日
㈰
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

多
言
語
ス
ピ
ー
チ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。Ｒ
６
年
度
の
テ
ー
マ
は「
外

国
語
の
学
び
を
通
じ
て
何
を
感
じ
、

ど
う
成
長
し
た
か
」
で
す
。
外
国
籍

の
方
（
子
供
を
含
む
）
７
人
、
日
本

人
７
人
の
計
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

英
会
話
講
座
か
ら
は
２
名
が
参
加

し
、
宮
崎
守
弘
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
英
語
を
上
達
さ
せ
た
い
と
い
う

強
い
決
意
を
、
相
川
慶
子
さ
ん
は
昨

年
行
っ
た
イ
市
訪
問
学
生
の
日
本
文

化
体
験
行
事
の
中
の
「
ど
ら
焼
き
作

り
」
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た

と
き
の
経
験
を
発
表
し
ま
し
た
。

　【
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
】

　
　
青
い
目
を
し
た
お
人
形（
1921
年
）

青
い
目
を
し
た
お
人
形
は
ア
メ
リ
カ

生
ま
れ
の
セ
ル
ロ
イ
ド
。
日
本
の
港

へ
着
い
た
時
一
杯
涙
を
う
か
べ
て
た

「
わ
た
し
は
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
。

迷
子
に
な
っ
た
ら
な
ん
と
せ
う
」

や
さ
し
い
日
本
の
嬢
ち
ゃ
ん
よ
仲
よ

く
遊
ん
で
や
っ
と
く
れ

野
口
雨
情
作
詞
、
本
居
長
世
作
曲

子
ど
も
の
こ
ろ
歌
っ
た
童
謡
で
す
。

関
東
大
震
災
が
起
き
、
米
国
で
日
系

人
排
斥
運
動
が
高
ま
っ
た
時
期
に
、

日
米
親
善
を
目
的
に
日
本
の
子
供
た

ち
へ
贈
る
人
形
や
寄
付
が
米
国
各
地

で
募
ら
れ
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
三

千
体
近
い
友
情
人
形
は
1927
年
（
昭
和

２
年
）
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
港
か
ら
船
で
来
ま
し

た
。
国
内
各
所
の
幼
稚
園
や
小
学
校

等
に
人
形
を
配
分
す
る
事
業
は
渋
沢

栄
一
が
会
長
の
日
本
国
際
児
童
親
善

会
が
行
い
ま
し
た
。
こ
の
時
日
本
各

地
で
も
募
金
を
集
め
、
出
身
県
の
名

前
を
付
け
た
答
礼
人
形（
市
松
人
形
）

58
体
が
船
で
米
国
へ
渡
り
各
地
の
博

物
館
や
美
術
館
な
ど
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
答
礼
人
形
は
高
さ
約
81
㎝
位

で
、
三
越
・
白
木
屋
・
髙
島
屋
・
松

坂
屋
な
ど
の
有
名
デ
パ
ー
ト
特
製
の

友
禅
縮
緬
の
着
物
と
金
地
の
帯
、
足

に
は
足
袋
を
履
い
て
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
戦
争
中
に
敵
性
人
形
と

し
て
多
数
が
処
分
さ
れ
、
現
存
す
る

人
形
は
346
体
で
す
。
米
国
で
は
48
体

が
現
存
し
米
国
各
地
の
公
共
施
設
で

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
ミ
ズ
ー
リ
州

に
は
セ
ン
ト
ジ
ョ
セ
フ
博
物
館
の
ミ

ス
宮
城
、
カ
ン
ザ
ス
シ
テ
ィ
博
物
館

の
ミ
ス
静
岡（
富ふ

士じ

山や
ま

三み

保ほ

子こ

）の
２
体

が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。�

（
Ｋ
・
Ｎ
）

昨
年
は
４
年
間
の
空
白
を
乗

り
越
え
て
、
無
事
に
学
生
の
相

互
交
流
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
学
生
受
入
委
員
会
も

派
遣
委
員
会
も
今
年
の
交
流
へ

向
け
て
着
々
と
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
姉
妹
都
市
提
携
50
周

年
を
迎
え
る
2028
年
を
目
前
に
し

て
、
次
の
50
年
へ
向
け
て
持
続

可
能
な
活
動
を
模
索
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

宮崎守弘さん 相川慶子さん

長野絹子嬢

参
考
①
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
「
青
い
目
の
人
形
」

②
高
野
辰
之
記
念
お

ぼ
ろ
月
夜
の
館

「
青
い
目
の
人
形
展
」
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